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新庁舎建設場所めぐり議会も混乱
　あの暑かった夏もどこえやら、すっかり秋めいてまいりました。皆さんにはお変わりなくお過ごしのことと思います。それにしても、衆議院の突然の選挙では、『小泉劇場』とかいわれる“刺客・選挙”で自民党は大勝。民主党では、岡田党首も交代し、前原新党首となる、大騒ぎの9月でした。

　そうしたなか、笛吹市議会は9月7日から29日までの23日間開かれました。今議会では、昨年10月12日の合併から始めての新市としての決算が提出されました。そのほか補正予算など46議案が提案されました。開会日には、荻野市長が「合併1周年の12日には知事らを迎え記念式典、合併功労者の表彰、市の木・鳥・花の制定、ふるさと大使の委嘱など行う。また、記念講演として元三重県知事の北川正恭氏を予定している。記念事業として１日に米長邦雄・日本将棋連盟会長の講演、15日には東八青年会議所の笛吹市再発見事業、11月26日に笛吹市文化祭など開催したい」との、各種の行事予定を述べました。

　質問は13日に５会派の５人の代表質問、１４日に７人の一般質問が行われました。私は一般質問に立ち,①市の水道事業の基本構想について②本市のＯＡ機器をめぐる問題について・・・の２問を質しました。市の水道は、石和・御坂・八代地区が上水道。春日居・一宮・境川地区が簡易水道に分かれています。また、平成２０年からは、琴川ダムからの取水が始まり、春日居・一宮にはこの上水も入るので、ますます混在した経営になるので、早急に一本化するよう求めました。また、料金も１立方で５０円から１１０円とバラついているので、統一料金制とするよう要請しました。市側も「１８年には境川を除き上水道事業としたい。境川はその後となる。料金の問題も一体化して行きたい」との、回答でした。ＯＡ機器については、今年一部市民の税金が口座から二重引き落としされるという重大ミスがありましたので、契約内容を精査すること、個人情報の漏出を防ぐよう要望しました。市側は「ミスにつては、業者側と協議している。情報の漏出はない」との答弁がありました。

　この議会中には、市民の最大関心事である「本庁舎の建設場所」をめぐる問題で紛糾しました。すでに新聞などでご存知のように、荻野市長は「現在の石和庁舎の拡充」を表明し、石和・春日居の議員ら１２人が賛同してます。これに対して、一宮・御坂・八代・境川の議員１７人（議長は除く）は「新設の県立博物館付近」を主張しています。数が多いだけに、市長も苦慮しており、２９日の最終日に予定されていた正式表明は引き伸ばしました。『位置の決定には、議会の議決は必ずしも必要ない』との、地方自治法の見解もあるようです。市長がどのように判断するか、議員３０人も合併１周年を前にして、固唾を呑んで見守っている所です。では、１２月議会までさようなら・・・・

　

